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今
月
は
、
雲
仙
市
の
小
浜
歴

史
資
料
館
を
紹
介
し
ま
す
。

　

小
浜
温
泉
の
歴
史
は
古
く
、

「
肥
前
風
土
記
」（
西
暦
７
１
３

年
）
に
記
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
。

江
戸
時
代
に
は
、
湯
治
場
と
し

て
栄
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

泉
質
は
塩
化
物
泉
で
、
泉
温

は
１
０
０
℃
に
達
す
る
所
も
あ

る
な
ど
、
日
本
有
数
の
湯
量
と

熱
量
を
誇
り
ま
す
。

　

小
浜
歴
史
資
料
館
は
、
小
浜

温
泉
の
礎
を
築
き
、
発
展
に
寄

与
し
て
き
た
本
多
湯
太
夫
の
邸

宅
跡
で
す
。「
湯
太
夫
」
と
は
、

島
原
藩
か
ら
温
泉
の
管
理
を
任

さ
れ
た
称
号
の
こ
と
で
す
。
資

料
館
内
に
は
、
こ
の
本
多
湯
太

夫
の
功
績
や
小
浜
温
泉
の
歴
史

な
ど
が
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
敷
地
内
に
は
源

泉
が
あ
り
、
周
辺
の
共
同
浴
場

や
住
宅
な
ど
、
14
軒
で
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
出
生　

　

中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
（
１
５
６
８

〜
１
６
３
３
年
）
は
、
西
彼
杵
半

島
の
西
海
岸
の
中
浦
で
生
ま
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
浦
は
、「
大
村
郷

村
記
」
に
「
小
佐
々
家
代
々
の
領

地
」
と
書
か
れ
て
い
る
と
お
り
、

当
時
、
五
島
灘
海
域
を
支
配
し
、

「
小
佐
々
水
軍
」
と
呼
ば
れ
た
戦

国
領
主
小
佐
々
家
の
も
の
で
し
た
。

ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、
一
部
に
は
中
浦

城
主
の
子
「
小
佐
々
甚
吾
」
で
は

な
い
か
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

西
海
市
中
浦
に
は
、
彼
の
生
ま

れ
た
地
を
記
念
し
て
「
中
浦
ジ
ュ

リ
ア
ン
記
念
公
園
」
が
あ
り
ま
す
。

ロ
ー
マ
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス

13
世
と
の
謁
見
か
な
わ
ず
。

し
か
し…

　

ロ
ー
マ
に
つ
き
、
ロ
ー
マ
教
皇

へ
の
正
式
な
謁
見
（
会
う
こ
と
）

の
直
前
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
高
い
熱

が
出
て
、
謁
見
が
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
教
皇
グ
レ
ゴ

リ
ウ
ス
13
世
の
は
か
ら
い
で
、
非

公
式
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
謁
見

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
彼
の
喜

び
は
相
当
な
も
の
だ
っ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、
ロ
ー
マ
か
ら

帰
っ
た
後
も
、
ほ
か
の
３
人
と
天

草
の
修
練
院
で
司
祭
に
な
る
勉
強

を
続
け
ま
し
た
。
１
６
０
１
年
に

は
、
マ
ン
シ
ョ
と
と
も
に
マ
カ
オ

に
渡
り
神
学
を
学
び
、
１
６
０
４

年
に
日
本
に
戻
る
と
、
京
都
、
博

多
で
キ
リ
ス
ト
教
を
広
め
る
活
動

（
布
教
）
を
一
生
懸
命
続
け
ま
す
。

そ
の
努
力
が
認
め
ら
れ
、
１
６
０

８
年
に
は
夢
だ
っ
た
司
祭
と
な
り
、

博
多
の
教
会
で
働
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
１
６
１
４
年
、
幕

府
は
禁
教
令
を
発
令
し
、
宣
教
師

た
ち
に
国
外
に
出
て
い
く
よ
う
命

じ
ま
す
。
多
く
の
宣
教
師
が
マ
カ

オ
な
ど
へ
移
る
中
、
ジ
ュ
リ
ア
ン

は
日
本
に
残
る
こ
と
を
選
び
ま
す
。

｢

私
は
ロ
ー
マ
へ
行
っ
た
中
浦

ジ
ュ
リ
ア
ン
神
父
で
あ
る｣

　

そ
の
後
、
口
之
津
な
ど
を
主
な

活
動
場
所
と
し
て
、
隠
れ
な
が
ら

陰
で
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
ジ

ュ
リ
ア
ン
で
し
た
が
、
１
６
３
２

年
、
小
倉
で
つ
い
に
捕
ま
り
ま
す
。

　

ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、
長
崎
に
移
さ

れ
ま
し
た
。
処
刑
の
た
め
、
１
６

３
３
年
10
月
18
日
、
長
崎
の
ク
ル

ス
町
（
現
長
崎
市
役
所
別
館
）
の

牢
か
ら
西
坂
の
刑
場
に
入
る
と
き

に
、
代
官
に
向
か
っ
て
言
っ
た
彼

の
最
期
の
言
葉
が
有
名
で
す
。

｢

私
は
ロ
ー
マ
へ
行
っ
た
中
浦
ジ

ュ
リ
ア
ン
神
父
で
あ
る｣

　

ジ
ュ
リ
ア
ン
が
受
け
た
刑
は
、

穴
吊
り
の
刑
と
い
う
も
の
で
し
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
に
キ
リ
ス
ト
教
を
捨

て
さ
せ
る
（
棄
教
）
た
め
に
、
苦

し
み
を
ひ
た
す
ら
与
え
る
ひ
ど
い

も
の
で
す
。
多
く
の
棄
教
者
が
出

る
中
で
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、
10
月

21
日
に
棄
教
す
る
こ
と
な
く
死
亡

し
ま
し
た
。
遺
体
は
焼
か
れ
、
灰

は
長
崎
港
の
海
に
ま
か
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、
４
人

の
中
で
一
人
だ
け
、
２
０
０
８
年

に
長
崎
で
行
わ
れ
た
列
福
式
で
、

福
者
と
い
う
特
別
な
地
位
を
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
信
仰
に
厚
く

生
き
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ

れ
は
、
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
13
世

の
心
づ
か
い
に
対
す
る
感
謝
と
感

動
を
胸
に
、
ず
っ
と
生
き
て
き
た

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

＊
出
典
：「
旅
す
る
長
崎
学
２
」　

長

崎
文
献
社
、「
ロ
ー
マ
を
見
た
天
正

少
年
使
節
」「
天
正
少
年
使
節
の
中

浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
」
結
城
了
悟　

日

本
二
十
六
聖
人
記
念
館

　島原半島が、平成21年８月
に日本第１号で加盟が認められ
た世界ジオパークネットワーク
（以下GGN）を紹介します。
　ユネスコの支援により、
2004年にヨーロッパや中国を
中心に設立されました。GGN

事務局はフランス・パリにあり、現在は世界25カ国
77地域が加盟しています。
　平成22年10月には山陰海岸が加盟し、日本では、

私たちの島原半島ジオパークも含め、４地域が加盟し
ています。現在、高知県室戸がGGNの平成23年加盟
を目指して申請手続中であるなど、全国でGGN加盟に
向けた取り組みが広がっています。また、GGNの加盟
地域は、貴重な自然を保護するだけでなく、その自然
を観光や教育など地域振興に活用することが義務付け
られています。
　第５回ジオパーク国際ユネスコ会議が、平成24年５
月に島原半島で開催されます。世界中のジオパーク活
動を行う国々からの参加が予想されます。島原半島の
魅力を世界中に発信する絶好の機会です。皆さんの協
力をお願いします。

問 ☎０９５７（７５）０８５８
●入 館 料…小学生以上１００円
●開館時間
　午前９時～午後６時（３月から11月）
　午前９時～午後５時（12月から２月）

世界に羽ばたく島原半島ジオパーク

～ 市民誰もが “ ジオガイド ” 第５回 「小浜歴史資料館」 ～

島原半島ジオパークを楽しむために

築160年の本多湯太夫邸宅跡。
1614年から代々小浜温泉を守ってきました。 源泉からは、100℃前後の温泉が自噴している。

源泉のパイプ清掃の時に排出される温泉成分の
アラレ石（CaCO₃）です。
地下深くでは、高温のため溶けていたCaCO₃
が、パイプを通るときに温度が下がり、溶けき
れなくなって結晶となったものです。自由に持
ち帰ることができます。

資料館の草野起陽（くさのたつはる）さんです。
小浜温泉の歴史をわかりやすく説明してく
れます。

GGNのロゴマークです。
加盟が認められた地域の
み使用が許されています。

小浜歴史資料館
雲仙市小浜町北本町923番地１

子どもたちにもわかるよう“ふりがな”、“簡単な言葉”で紹介しています。

CHAPTER.23

　
天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
中
で
唯
一
の
殉
教
者
と
な
っ
た
「
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
」

を
特
集
し
ま
す
。

天正遣欧少年使節 4 少年の生涯
「中浦ジュリアンの生涯」

ゆ
い
い
つ

じ
ゅ
ん
き
ょ
う
し
ゃ

世界ジオパークネットワーク

wan撮影［西海市］
中浦ジュリアン像胸部中浦ジュリアン記念公園

小池徳久撮影口之津港 大泊
日本に残ったジュリアンは口之
津を拠点に布教活動を行った

『日本殉教精華』より
筑波大学附属中央図書館蔵

中浦ジュリアン穴吊りの図
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